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営繕工事における生産性向上技術の活用
～ICT技術の活用による工事関係業務の効率化～
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１．はじめに
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官庁営繕事業における生産性向上技術の活用方針（令和２年度）
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営繕工事における生産性向上技術の概要

■官庁営繕事業における生産性向上技術の活用方針について（抜粋）



工事契約年度 2018 2019 2020 2021

対象工事件数 9 22 25

(1)情報共有システム 9 10
23
(4)

(2)電子小黒板
9

(6)
22

(22)
25

(25)

(3)WEB会議 2
7

(4)

(4)遠隔臨場 1

()は発注者指定工事の件数

２．生産性向上技術の活用状況

4

中部地方整備局の営繕工事における生産性向上技術の導入状況

受注者の任意で実施

採用率
2019年度：46％
2020年度：92％

発注者の指定
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中部地方整備局の営繕工事における生産性向上技術の導入状況

発注者の指定で実施

全工事で実施
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中部地方整備局の営繕工事における生産性向上技術の導入状況

受注者の任意で実施

静岡営繕事務所
では100％実施
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２．生産性向上技術の活用状況

7

中部地方整備局の営繕工事における生産性向上技術の導入状況

受注者の任意で実施（試行）

静岡営繕事務所
で試行的に実施



２．生産性向上技術の活用状況
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静岡営繕事務所の取組み

講師説明
（WEB）

情報共有システムや電子小黒板といった技術について、各現場での採用メーカー
を講師に招いて勉強会を実施し、具体的な操作方法や営繕工事での運用方法等の
説明を行っている。

■生産性向上技術の勉強会を実施

WEB配信



■操作マニュアルの作成

２．生産性向上技術の活用状況
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静岡営繕事務所の取組み

情報共有システムの営繕工事での具体的な操作方法や運用方法等をまとめた
簡易マニュアルを作成し、勉強会等で配布・説明を行っている。

発議する書類の区分を例示

例）書類の発議方法の説明

書類作成上のポイント
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（１）情報共有システムの活用、（２）電子小黒板

■情報共有システム、電子小黒板利用者へのアンケート調査

２０２０年度に完了した工事で情報共有システム及び電子小黒板を活用した
工事受注者を対象にアンケート調査を実施し、有効性の検証等を行った。

アンケート調査対象 ： 情報共有システム利用者（現場代理人等）
アンケート回答数 ： ３２
（回答内訳 保全指導・監督室：２１、静岡営繕事務所：４、土木営繕：７）

アンケート調査対象 ： 電子小黒板利用者（現場代理人等）
アンケート回答数 ： ３１
（回答内訳 保全指導・監督室：２１、静岡営繕事務所：３、土木営繕：７）

■情報共有システム利用者へのアンケート

■電子小黒板利用者へのアンケート
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（１）情報共有システムの活用

78%

22%

そう思う どちらとも言えない そう思わない

ＡＳＰにより業務の効率化、品質向上が図れたか？

■情報共有システム利用者へのアンケート結果（回答数 ３２）

97%

3%

利用したい 利用したくない

今後、国交省営繕工事でＡＳＰを活用したいか？

多くの社が情報共有システムが業務効率化に
有効だと感じており、継続利用を希望している。
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（１）情報共有システムの活用

■情報共有システム利用者へのアンケート結果（回答数 ３２）

88%

21%

50%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ワークフロー機能 スケジュール機能 ファイルキャビネット機能

ASPの機能で、有効と感じた機能は何ですか？（複数回答 可）

有効性を感じていない社が多い

また、その他の意見として・・・
・初めて使用する人には、もう少しわかりやすい説明がほしい。

といった意見もあるなど、初めて利用する人に向けたフォローが必要と考えられる。

有効的な活用方
法等を伝えてい
く必要がある。
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（２）電子小黒板

61%
26%

10% 3%

そう思う どちらとも言えない

そう思わない 回答なし

電子小黒板を利用することによって、業務の効率化、
施工の品質向上に繋がったと思いますか？

81%

16%
3%

利用したい 既に利用している

利用したくない

他工事（地方自治体や民間工事等）でも、
電子小黒板を利用したいと思いますか？

■電子小黒板利用者へのアンケート結果（回答数 ３１）

６割以上の社が電子小黒板が業務効率化に有
効だと感じている。また大多数の社が継続利用
を希望している。
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（２）電子小黒板

81%

55%

71%

58%
68%

77%

45%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

事前に黒板の記

載内容が作成で

きる

黒板の内容を事

前に入力できるた

め、写真の撮り忘

れ防止や作業手

順等の事前確認

に役立つ

黒板の配置が写

真上で自由にでき

る

どのような状況で

も１人で撮影で

き、安全を確保し

て撮影できる

接近して撮影する

場合でも、黒板を

画面上に配置で

き、記載事項も判

読できる

天気に関係なく撮

影できる（降雨等

で黒板の字が消

えてしまうことがな

い）

自動整理機能を

活用すれば、ワン

クリックで「写真

帳」が作成できる

系列3 81% 55% 71% 58% 68% 77% 45%

電子小黒板の機能で、有効と感じた事項は何ですか？（複数回答 可）

■電子小黒板利用者へのアンケート結果（回答数 ３１）

省力化に繋がる
機能を有効利用
出来ていない
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（２）電子小黒板

■電子小黒板利用者へのアンケート結果（回答数 ３１）

32% 35%
29% 29%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

パソコンの操作がよく分か

らない

機器類をそろえるのに経

費がかかる

インターネット環境がない

場所では、撮影した写真

の保存容量が確保できな

い（スマートフォンやタブ

レットを想定）

特になし

系列3 32% 35% 29% 29%

電子小黒板の機能で、使いずらいと感じた事項は何ですか？（複数回答 可）

導入に向けた事前準備が必要となる
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（１）共有システムの活用、（２）電子小黒板

■情報共有システム及び電子小黒板利用者へのアンケート結果

62%

29%

9%

初めて ２回目 ３回目以上

ＡＳＰの利用回数

65%
16%

19%

初めて ２回目 ３回目以上

電子小黒板の利用回数

情報共有システム、電子小黒板ともに６割以上が
営繕工事で初めて使用しており、発注者として更な
る活用に向けて指導していく必要がある。
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（３）WEB会議の活用

■WEB会議を活用した会議の事例紹介

■会議概要

【会議内容】工事安全連絡会議
【開催場所】静岡市内現場
【会議時間】2時間30分程度
【出席者】24名（うちWEB参加者11名）
・工事受注者：8名（6名）
・工事監理業務受注者：6名（3名）
・静岡労働局：1名
・入居官署：2名
・本局：1名（1名）
・静岡営繕事務所：6名（1名）
※（）はWEB参加者で、それぞれの
現場事務所又は会社より参加

（下田市3名、沼津市2名、静岡市1名、
焼津市1名、藤枝市1名、掛川市1名、
袋井市1名、名古屋市1名）

会議状況

WEBでの参加

可搬式スクリーンに表示

カメラを設置
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本局：名古屋市
移動距離：170km
所要時間：2時間

出展：国土地理院ウェブサイト（http://www.gsi.go.jp/tizu‐kutyu.html）

参加者：袋井市
移動距離：50km
所要時間：1時間

３．生産性向上技術の効果検証

（３）WEB会議の活用

参加者：下田市
移動距離：150km
所要時間：2.5時間

静岡営繕事務所：静岡市
移動距離：10km
所要時間：0.4時間

会場（現場）：静岡市

参加者：沼津市
移動距離：80km
所要時間：1時間

最も遠方の参加者は、
往復で5時間の移動時間削減

半日以上の時間を
有効活用できた。
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（３）WEB会議の活用

33%

56%

11%

非常に有効である 有効である

どちらともいえない あまり有効でない

まったく有効でない

ｗｅｂ会議は、生産性向上に有効だと思いますか？

■会議出席者へのアンケート結果（回答数 １１）

89%11%

希望する 希望しない

どちらともいえない 通常の会議で良い

今後、web会議を導入した会議への参加を希望します
か？

多くの社がWEB会議が業務効率化に有効だと
感じており、継続利用を希望している。

また、その他の意見として・・・
・音声の質が悪い場合があるので、聞きやすい様に改善が出来れば良い

といった意見が多数出るなど、通信環境の改善が必要と考えられる。
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（４）建設現場の遠隔臨場

■遠隔臨場（試行）の事例紹介

受注者からの立会協議資料

画像は鮮明でミリ単位の確認に
⽀障がなかった

監督職員

【シーリング幅の計測値の確認】
・設計値１５、実測１８

■概要

【実施場所】下田市内現場
【監督職員】静岡市内事務所
【実施時間】30分程度

【試行内容】
建具改修工事のシーリング施工前の寸法確認
建具枠取付精度確認

遠隔臨場状況



21出展：国土地理院ウェブサイト（http://www.gsi.go.jp/tizu‐kutyu.html）

３．生産性向上技術の効果検証

（４）建設現場の遠隔臨場

現場：下田市内

静岡営繕事務所：静岡市
移動距離：150km
所要時間：2.5時間

監督職員は、
往復で5時間の移動時間削減

半日以上の時間を
有効活用できた。
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（４）建設現場の遠隔臨場

監督職員の感想

◎ 会話をしながら、確認したい場所を確認できたので現地で臨場するのと同等に現場を確認できた。

◎ ジンバル（手振れ防止機器）は、手振れが少なく効果だった。（機材は、有る程度先進機器が必要。）

▲ 電波が悪いと、接続が切れたり画像が乱れることが有った。

工事受注者の感想

◎ 立会い以外の拘束時間の短縮（現場にて監督職員を待つ時間等）

◎ 質疑確認等の効率化

質疑・協議する内容が発生した時、事前に写真や図面等で資料を作成すること無く、映像を見てもらいながら

現地の詳細な説明・打ち合わせが出来る。

▲ 立会い時間の増加

現場に来て確認してもらうよりは、遠隔で確認する時間の方が倍以上掛かる。

しかし、全体の拘束時間の短縮を考えれば問題ない。

▲ 立会い者の反応が分かりにくい

工事受注者から運用方法についての要望

① 適切な機器選定及び購入が必要 （立会い者が映像で確認出来なければ意味が無い）

手振れ防止装置、マイク・スピーカー等の音響機材、通信環境等の機材がそろえば一人で対応可能

② 立会時間の柔軟性

立会いの開始時間をピンポイントで決めずに、10：00～11：00のような幅を持たせてくれれば、現場の都合で

行えるので助かる。また、監督職員はそれまでは他の業務をして頂いた方が良いと思う。
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まとめ

・⽣産性向上技術を活⽤した⼯事受注者は、
概ね⼯事関係業務の効率化に繋がると認識している。

・今後も継続利⽤したいという意⾒が多い。

・6割以上の社が営繕⼯事で初めて⽣産性向上技術を
活⽤しているため、発注者による活⽤の呼びかけを
今後も継続する必要がある。
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今後の課題

⽣産性向上技術を有効利⽤できていない事例が
多く⾒られた。

具体的な利⽤⽅法等について、
勉強会を通じてフォローアップを⾏っていく。

フォローアップを⾏うためには⼯事受注者だ
けでなく、発注者も⽣産性向上技術に関する
理解が必要であるため、勉強会等を通じて発
注者側の理解も深めていく必要がある
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御礼 アンケートに協⼒いただいた⼯事受注者の皆様
⼟⽊営繕職員の皆様
その他関係者の皆様


